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　This thesis reveals the system of fishing communities and farming communities.By understanding the 
principle of spatial constitution through the formation and modification of small villages in Monou County 
and Oshika County (present-day Ishinomaki City) and comparing, the purpose of thesis is to make evident 
the system of architecture and communities in this region.
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（1）研究背景と目的
　2011 年 3 月 11 日東日本大震災が発生した。 マグ
ニチュード 9.0 の大地震によって引き起こされた大津
波は多くの漁村集落を飲み込み、甚大な被害を与え、
これまで持続的に長い歴史を維持してきた集落の日常
が一変した。また、震災は集落が実際に抱えていた高
齢・過疎化などの多くの問題を露呈させる結果とも
なった。以降、様々な立場から研究者や建築家が被災
した集落へと入っていくことになる。風景の失われた
空間やコミュニティの復興に関する議論を行い、場所
がよりよい方向へと向かっていけるように多くの議論
が交わされた。 震災発生から早くも 6 年目になろう
としているが、多くの場所では問題を抱えている。例
えば、同地方特有の口伝による歴史伝承は、歴史を知
る方の高齢化、震災による地域の過疎化の加速から、
活きた歴史の継承が困難になりつつある。次世代に歴
史をつなぐために、口伝伝承を含めた在地の知に根差
した漁村集落の集落空間や生活の仕組みに関するトー
タルな研究は緊急の課題である。 このような視点か
ら、調査研究を重ねた。
　漁村をめぐり、調査を行っていく中で、沿岸の漁村
集落は周辺の農村部と密接に関わりあいながら、相互
に影響しあって集落・建築・生活のしくみを維持して
きたのではないかとの仮説が生まれた。そこで、これ
まで行ってきた漁村研究の手法を農村へと展開させ
る。新しく農村で得られた仕組みや成り立ちといった
空間構成原理や歴史を、再度漁村へとフィードバック
させて包括的に分析することで、集落の類似性や関係
性に基づくネットワークで結ばれた地域構造が見えて
くるに違いない。
　本研究では旧桃生郡・牡鹿郡である現石巻市域の地
域構造及び独立的に点在する小規模的な農村・漁村集
落の集落構造を明らかにすることを目的としている。
（2）研究手法
　研究手法として、都市スケール・まちスケールでは
文献資料を中心に用いて分析し、エリアを一体として
みたときの地域の構造や、自然地形・歴史などから特
色の把握を行った。小字でくくられる旧村エリアの小
規模集落に焦点を当てた集落スケールでは、地形図や
空中写真を中心に地形条件などから見た集落類型化を
行った。また、これらで得た集落スケールでの分析を
まちスケール・都市スケールへとミクロからマクロへ
視点を変えながら包括的に分析をした。それらの分析
を用いて、より詳細に集落構造を把握するため、現地
フィールド調査やヒアリング調査も行った。現地で得
た見識は文献資料と重ねながら分析することで浮かび
上がる興味深い発見があった。また、被災に遭うこと
なく、集落を維持している集落では住宅の実測調査を
行った。起こした図面をもとに、それらを体系化し、
比較研究していくことで、建築スケールの考察・分析
を行った。
（3）研究対象地
　現在の宮城県石巻市の雄勝半島・牡鹿半島・河北町
と女川町を研究対象地とする。また、そのなかでも独
立的に分散して存在している小規模集落とする。対象
１．序章
おり、延喜式内社として桃生に六座、牡鹿に十座の神
社が確認されている。
図 1. 研究対象地と延喜式神社・古代創建寺院分布
　時代が移ると、奥州藤原氏、鎌倉時代に入りと各地
で所領を与えられ地頭となった御家人による郡の支配
が行われる。牡鹿郡は葛西氏、桃生郡は山内首藤氏が
治めることとなる。この時代には各郡内に山城や舘が
築かれていき、配下の武士たちが置かれ、城舘を中心
にまとまって人々の生活が行われるようになった。し
かし、 北上川の水害や水不足に悩まされることが多
く、今のような豊かな農地を持つ土地柄では決してな
かった。人々の居住できるところも限られていたよう
である。 永正 8 年（1511 年）、 南北朝時代後期に地
頭として桃生郡、牡鹿郡を治めていた山内首藤氏と葛
西氏との間に戦が起きる。「永正の合戦」である。こ
の戦いに勝利した葛西氏は、桃生郡を支配下に置き、
伊達政宗が統治する仙台藩の時代になるまで栄華を極
めた。
　伊達家の統治時代になると川村孫兵衛などによる治
水事業が積極的に行われる。戦乱が平定し、安寧した
社会がもたらされたからだ。また、治水と伴うように
新田開発が武士たちによって行われ、各地に入植、帰
農する形で定住していくこととなった。この人々が現
在の集落のベースを作り、各集落では切り開きなどと
呼ばれている。これらの旧家には先祖代々鎧刀などの
武具が受け継がれてきた。北上川がもたらす恵みはこ
の地農業を発展させた。また、漁村集落においては豊
かな漁場を生かした廻船によって様々な都市とつなが
りを持ち、多く繁栄した。江戸や仙台藩などとの水の
ネットワークによって石巻はう一大都市となったので
ある。全国へと開かれたこの地には関西方面の商人や
漁家など多くの人たちがさらに流入していくことと
なった。
となる集落は過去から現代までの歴史的変遷の中で、
いずれも海沿い・河川沿い、水辺に密接している場所
である。なお、より密度を濃く調査・研究するために、
漁村集落では雄勝半島、牡鹿半島、農村集落では旧河
北町のエリアを深く掘り下げることとした。また、今
回は小規模集落に焦点を当てて分析を行っていくた
め、近代化に伴う大きな変化が発生した雄勝町の雄勝
浜や女川町の鷲ノ上といった港湾エリアは扱わないも
のとする。
（4）既往研究
　同地域を扱っている既往研究としては、私自身も一
部執筆に関わっていた、河村哲二・岡本哲志・吉野磬
子らの『「3.11」 からの再生 - 三陸の港町・漁村の価
値と可能性』（御茶ノ水書房 .2013）、昨年度まで在籍
していた岡本哲志研究室の報告書、編集・執筆のコア
メンバーとして関わった「三陸の浜に刻まれた集落
空間の仕組みを読み解く～雄勝・女川・牡鹿の 67 浜
を対象に調査を重ねて～」（法政大学デザイン工学部
建築学科岡本哲志研究室 .2016）がある。これら 2 冊
は、前者は三陸沿岸、後者は石巻市周辺地域の港町・
漁村に関して、ミクロからマクロな視点から、その地
に根差す歴史的・文化的背景を通して、分析・考察を
行っている。また、佐藤布武の「漁村集落における土
地利用の変化と津波への対策が集落空間構成へ与えた
影響」(2014)）がある。この研究は建築・農村計画的
視点から、 気候条件や災害への対策分析を行うこと
で、伝統集落に形成された空間構成原理を解明してい
る。しかし、牡鹿半島の侍浜における津波対策や日々
の小気候対策が集落構成に与えた影響を明らかにして
いるが、侍浜が含まれる石巻周辺エリアを全体として
比較してみる広域スケールやまちスケールを扱ってい
ない。　
　このように同エリア内において、農村と漁村を包括
的にとらえ、古代から続く歴史を俯瞰しながら、マク
ロからミクロまで大小さまざまなスケールを掘り下げ
て行った研究は存在しない。よって、本論文では、旧
桃生郡・牡鹿郡における地域構造と農村・漁村集落の
形成に関して広域的に様々な視点から分析・考察を行
う。
　蝦夷との境界に接するこの地は、古代から重要な地
であるとされてきた。大和朝廷の支配を受け、律令体
制のもと牡鹿郡が置かれた。また、多賀城を中心とす
る陸奥国府における蝦夷討伐の前線基地として天平宝
字４年（760 年）に桃生城を造営、東国からの農民の
入植を積極的に行い、開発を行い、城を中心として牡
鹿郡の一部領地が桃生郡となる。海道蝦夷を中心とす
る在地の人々と東国の入植民たちによって、ベースが
築かれる。そのため、古代創建の寺社が多数存在して
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図 2. 集落のベースとなる流入者の流れ
３．地形から見る農村漁村集落の特色
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　農村漁村集落の形成を考えるにあたって、漁村にお
いては水際地形と湾系、農村においては純粋に立地す
る地形に着目した。そこで、昨年度発行した研究室報
告書で行った牡鹿半島の漁村類型をベースに筆者に
よって加筆、分析を行った。集落が立地する条件をそ
れぞれのパターンに落とし込み、類型化していくと漁
村では４パターン、 農村では 8 パターンに分けるこ
とが出来た。
（1）漁村集落　
　1 のケースは、 細長い谷戸状の地形という制限があ
り、それほど大きな規模の集落が形成されてこなかった。
同時に、細長い V 字型の地形形状の谷戸に集落が形成
されたことから、海に対して強い方向性を持つ浜となる。
従って、浜が向く方位によって全く異なる環境条件を持
つ。例えば、 海風が直接集落内に強く入り込む方向に
位置している場合、風対策の工夫が生まれてこよう。集
落が向く方向の違いだけでも、 集落は異なる空間形態
をつくりだすことになる。
　2 のケースは祝浜の 1 浜のみであった。 祝浜は川が
存在する集落ではあるものの震災前から 8 戸と少なく、
集落規模は極めて小さい。 川によって水に恵まれ、 集
落内の土地は主に畑として利用されていた。ただ、2 の
ケースについては川が存在するが、 基本は 1 のケース
のような空間構成の浜となる。
　3 のケースは 2 のケースの次に少ない 3 浜であった。
4 のケースが 7 浜あることから、牡鹿半島におけるリア
ス式の豊かな地形の中では、このような緩やかな地形
であり、 かつ川が存在しない平坦部分の土地を確保で
きる、 土地利用上都合の良い浜は少なかったことがわ
かる。
　4 のケースは、 川の堆積土砂によって平坦な地を確
保することができ、該当する浜のほとんどが大規模な集
落を形成する浜であった。例えば、 江戸時代に十八成
組の大肝入が置かれた大原浜、 近代港として栄えた荻
浜、 捕鯨の基地として近代以降繁栄した鮎川浜があげ
られる。
図 4. 地形と湾形による漁村集落の分類
（2）農村集落
　農村集落の立地する地形条件を追波可川流域にある
小規模集落にに当てはめると次のように分けられる。
「1. V 字型に谷戸状のケース」は 8 ヶ所、「2. 1 の場合
でかつ川が存在するケース」は 10 ヶ所、「3. 緩やかに
湾曲して囲むケース」は６ヶ所、「4. 3 の場合でかつ川
が存在するケース」は２ヶ所、「5.U 字の谷戸状のケー
ス」は３ヶ所、「6.5 かつ川が存在するケース」は２ヶ所、
「7. 独立した山の裾野にあるケース」 は１ヶ所、「8. 周
囲を何にも囲まれていないケース」は２ヶ所であった。
　2 と４など川を持つケースでは中世に山城や舘が置
かれていた集落多く、流域内では集落の歴史を深くまで
さかのぼることが出来、古来から人々の居住に適してい
た環境であったことが分かる。3 と５のケースでは新田
開発に伴って江戸時代前期に切り開かれた集落が比較
的に多く見られる。 開発前の環境は居住に適していな
かったように思われる。8 のケースでは江戸時代に開発
された近世型の宿場町である集落が該当していることが
わかった。
図 5. 地形による農村集落の分類
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一部を分割するかたちで別家（I 系列）する。
・江戸中期
　江戸時代中期ころから、大須浜は廻船による繁栄と
ともに、財を成した家々が別家を集落内に分散配置さ
せ、さらに個々の系列の勢力強化を集落内部で図るよ
うになった。
図 8. 江戸中期の別家の拡大
　江戸時代中期、本家屋敷周辺以外の場所に別家を出
すことが可能になった背景として、遅くとも江戸中期
までに、沢を挟んで宮守家の屋敷の向かいにある比較
的平坦な南側の斜面地が開墾されるとともに、沢を上
がった八幡神社の参道下周辺と、それより西側にある
沢の両側の緩傾斜の土地も開墾されていたと考えられ
る。 昭和初期から高度成長期の後世の時代に入って
も、畑地としてすでに開墾された土地を別家の土地と
して分割利用した。畑地の開墾が先行したと考えられ
る。すなわち、はじめは屋敷周辺の畑地を別家の対象
となる土地として捻出し、後に手狭となると江戸初期
に開墾した畑地に別家の立地場所があり、集落を拡大
する。
　沢に沿った南側、北斜面の敷地割りには規則性が見
て取れる。間口約 10 間ほど等間隔に敷地割りされた。
図 9. 規則的な敷地割り
・江戸後期から明治前期
　江戸中期以降から後期にかけて、別家が繰り返し行
われ、 五十五軒の規模まで大須浜の集落空間は拡大
する。江戸時代後期の別家する方法は大きく分けて 3
つあった。1 つは、切り開き五軒の背後にある斜面の
敷地を細分化するかたちで行われた。2 つは、切り開
きの居住エリアから西側の沢に沿った両側に密度高
く別家した屋敷を集住させる。3 つは、宮守家である
佐藤家本家から、沢の南側斜面地一帯の開発が進む。
　本家と分家の（別家）の関係を明らかにし、その関
係性から見えてきた集落の形成プロセスを描いた。 漁
村集落においては雄勝半島にある十五浜のうち、特に
小富士山信仰をする大須浜、熊沢浜、羽坂浜、桑浜、
立浜を対象にしている。
　農村集落においては旧三輪田村内の点在する小規模
集落の字上垣前を主に対象として分析を行った。ま
た、漁村と農村の形成プロセスにはどのような違いが
あるのかを比較し分析した。
（1）漁村集落（大須浜）
　言い伝えによると、大須浜は、源頼朝によって奥州
藤原氏が滅亡する 1189（文治 5）年、落ち武者とし
て大須浜に辿り着き、その時に切り開きした五軒の家
が定住しはじめてから集落の歴史がはじまるとされ
る。これら五軒は、あくまで言い伝えによるものであ
る。しかしながら、ヒアリングによる調査とともに、
墓石に刻まれた没年を系統的に表化することで、切り
開き五軒が大須浜に来た時代をある程度探ることがで
きる。本家からの別家を検証するために、切り開きし
た五軒である本家を基点に「系列」で表現した。その
ために、 宮守家を A 系列、 その他四家は内陸側から
海に向かい、B 系列、C 系列、D 系列、E 系列とした。
　切り開きしたといわれる五軒は、現在も家が継承さ
れ続け、基本的にこの五軒の本家から分かれた別家に
より、大須浜の中心集落の大半が形成されてきた。切
り開きした本家の屋敷地は、当初沢に沿った北側、南
に下る斜面下に五軒が並んで立地したと語り継がれ
る。また、別家のプロセスを追っていくと主に以下の
５つの時代ごとに分けることが出来、その中で特徴を
見ることが出来た。
図 6. 切り開きの五軒と系列
・室町時代後期
図 7. 法印と F 系列本家の屋敷　
江戸中期から廻船で名を馳せた阿部源左衛門家が第一
別家として阿部家本家（C 系列）から本家の屋敷地の
４．家系から読み解く集落空間の形成
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江戸初期に G 系列の小松家本家だけだった場所が主
に F 系列の本家の別家を中心に屋敷が立地する（図
5-28）。このようにして、活発に別家を出し続けてき
たが、江戸後期になると別家の進行は一段落し、大須
浜の集落の原型ともいえる旧家五十五軒が明治期まで
ほぼ同じ軒数で推移することになる。
図 10. 別家の活発化と集落の拡大（C・I 系列以外）
図 11. 別家の活発化と集落の拡大（C・I 系列）
・近代以降の急速な集落空間の拡大と終焉
　 近 代 に 入 る と、 三 陸 で は、1896（ 明 治 29） 年 と
1933（昭和 8）年に 2 つの大きな地震津波があった。
三陸沿岸の漁村集落に多大な被害をもたらしたが、大
須浜は被害を受けなかった。 この 2 つの地震津波を
契機に、大須浜への流入者があった。災害に強い大須
浜が新住民を受け入れる（図表 5-30）。明治期に入植
した人たちは、主に切り開きした本家の畑地を分割し
てもらうかたちで、江戸期までに見られた別家への土
地分与と同様の方法により、土地を手に入れ屋敷を構
えた。あるいは、わずかであるが大須浜から転出した
旧家の土地を得た者もいた。
　このように、明治中期以降流入者が見られたが、そ
れよりも遥かに多くの別家による戸数の増加があっ
た。 特 に、 昭 和 戦 前 か ら 戦 後 高 度 成 長 期 が 終 焉 し、
1977（昭和 52）年に 200 海里問題が大きく日本の漁
業に影響を及ぼすまでの間には、江戸時代後期から明
治期まで安定的に続いた 55 戸の集落構成から、昭和
初期には青木・宇島・船隠といわれる開墾によって開
かれた場所に、旧家が多くの別家を出し、旧集落から
周辺へと集落の形態が拡散する。大須浜では最大 239
戸まで戸数を増やした。
（２）農村集落（三輪田字上垣前）
　旧三輪田村内には「茂木」姓が多く存在している。「茂
木」と名乗る家のすべてが血縁関係にあるとされており、
その大本を辿っていくと三輪田村字上垣前の茂木家へ
と行きつく。
　茂木家の屋号は上垣前、藤平家の屋号は堂ノ迫と呼
ばれ、ともに集落の地名によるものである。この両家は
上垣前の切り開きと言い伝えられ、この地にやって来た
のは江戸時代の初期とされている。墓地の碑銘に刻ま
れている初代当主の没年度を見ると、茂木家が天和二
年（1682 年）となっている。約 330 年、21 代にわたっ
てこの地で家を守り続けてきた。どこからやって来たの
かは伝えられていないためわからないが、この地に入植
し、子を成し、生活する基盤を作っていたことを想定す
ると、30 ～ 40 年ほどは少なくても遡ることが出来るだ
ろう。とするならば、 時代は 1640 ～ 1650 年前後とな
る。このとき、仙台藩は伊達忠宗（1607-1658）の時代、
寛永総検地を実施して藩の財政改革を行っていたときで
ある。領内の家臣団知行地の大編成を行い、買米制を
導入し、各地で余剰米を買い上げ、農民の生活を豊か
にしていくものであった。結果として新田開発を促すも
のであったとされており、牡鹿・桃生地方も大規模に開
発がされていった。追波川の集落の歴史を見ていくと伊
達家の新田開発によって切り開かれた集落は多く存在し
ており、上垣前もその一つであることが茂木家の歴史を
重ねてみることでよくわかる。また、同時期に藤平家も
やってきていることが分かっており、現在まで数えて 20
代である。
・集落の構造と形成プロセス
　両家の屋号が示すように、茂木家は集落中央に流れ
る沢の東側、藤平家は西側に現在は住居を構えており、
土地所有も沢を境にしてにきれいに分かれている。 集
落内部には畑地だけである。沢の水は豊富で、 枯れる
ことなく現在も流れ続けている。
・江戸時代
　嘉永 3 年（1850 年）「三輪田村風土記書上」と明治
時代に描かれた耕地絵図面をみると家は二軒のみであ
る。上垣前と堂ノ迫に家がそれぞれ描かれているのは、
茂木家と藤平家に間違いない。ヒアリングによれば茂木
家は江戸時代に第一別家を出しているが、竹ノ迫という
1㎞弱離れた三輪田村内にある集落に別家を出した。茂
木家は天保 6 年に亡くなった伊右エ門（13 もしくは 14
代目である。）が三輪田村の肝煎を務めており、当時は
村内において有力な家柄にあったのが分かる。別家を
出せた理由として、肝煎を務めるほどの財力を持ってい
たために、財産を分け与えることが出来たのだろう。家
を新築することに関しても、茂木家は多くの山林を持っ
ていたため難しくなかったと思われる。逆に集落内に別
家を出さなかった理由としては、当時の生活が考えられ
る。上垣前では山を畑地として開墾していた形跡はなく、
集落平坦部に数少ない畑地を持っていただけである。
集落前面には広大な農地が広がるが、水田のため、根
菜類の生育に適していない。 集落内に別家を出すこと
になれば、少ない畑地の面積が減り、生活が困窮する
可能性があったことが考えられる。同地方は飢饉によっ
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て非常に飢えに苦しんだエリアであるということも危機
意識の中にあるのかも仕入れない。
・明治～戦前
　明治時代になると集落後方の沢の西側の藤平家の土
地には高橋セイアンなる医者がやって来た。江戸時代よ
り二つの家のみで持続してきた集落に新しい血がやって
くる。しかし、この高橋家はのちに転居する。その跡地
に入り込んできたのが、狩野家である。この狩野家は同
村内の字引浪からの別家で、現在三代目、明治後期か
ら大正にかけて流入してきた。また、 茂木家は屋敷を
分割し、前方に第２別家を出す。農業の他に畜産を行
うようになり、稼ぐことが出来るようになったことが大き
いと考えられる。
・戦後
　昭和に入ると、藤平家は第２別家を自宅後方の土地
に出す。また、 第１別家が他所へ移っていく。 別家に
出されて４代目の時であった。後に、 跡地には同村内
の字谷津から小関家がやってくる。こうして現在の集落
が出来上がっている。
（3）漁村と農村の別家の比較
　 漁 村 集 落においては浜の立 地 や大きさもあってか、
集落内に別家を出すケースが良く見られた。また、江戸
時代には廻船によって繁栄し、爆発的に別家を出す。ま
た、 敷地の分割方法など特徴がみられた。しかし、 農
村においては漁村と違い、食料を生みから得ることが出
来ないため、 少ない畑地を減らして程別家に出す余裕
がなく、集落内の戸数が比較的増えづらいということが
分かった。江戸時代に別家に出す際も肝煎など裕福な
家でのみ別家を出すような上古湯が見られる。また、明
治以降、生活のスタイルが変わり、農業生産力の向上、
畜産の開始などによって豊かになる農家が増え多くの別
家を出すようになったことがうかがえる。
図 12. 上垣前の時代による変化
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（1）屋敷配置
　民族研究者である和歌森らが調査・執筆した「陸前
北部の民族」（吉川弘文館 .1968）によれば家屋配置
はおおむね「囲い式「並列式」「直角式」の 3 つの形
式に分類出来るとしている。
　「囲い式」は、財力があり、かなり広い敷地を持つ
豪農、地主、庄屋といった家の家屋配置を指す。公道
から敷地内に入る前面には、左右に納屋や馬屋を設け
た中門（長屋門）が配され、敷地の外周を塀や生垣が
囲む状況が一般的とされる。
図 13. 農家の屋敷配置（大正 13 年家相図より）
　「直角式」の家屋配置の形式は、地形形状が緩やか
で、比較的広い敷地が確保できる場合に見られる。こ
の直角式の敷地には、母屋と直角に、母屋の左または
右に付属建物が配置される。直角配置は納屋、馬屋な
どは母屋から近くなり距離が短縮されるメリットがあ
り、作業能率も増す。日常的に使うことのない土蔵は
一般に母屋から離れた場所に設けられるが、あるいは
母屋の背後に置かれた。
　「並列式」は三陸の特徴として、北上山地がせまる
リアス式海岸の地域では傾斜地が多く、 土砂を切り
取って平坦にした土地に屋敷を構えることが一般的で
ある。そのため、敷地の奥行きが狭く建物を一列に配
置する「並列式」が基本となる。
（2）母屋
　『 東 北 民 家 史 研 究 』 に よ る と、 普 通 層 の 1750 ～
1900 年に建てられた農・漁兼業地域の民家は、「オ
カミ」を広間とする「広間型三間取り」（本論では「広
間型三間間取り」とする）が一般化する。少なくとも、
18 世紀半ばを過ぎたころには、「広間型三間間取り」
の基本が確立しており、18 世紀前半には三陸沿岸の
漁村集落においても、「広間型三間間取り」の民家が
普及していったと考えられる。
　本論を書くにあたり漁村集落では大須浜にて９軒、
農村集落では河北町内では７軒の平面の実測を行っ
５．屋敷配置と建築の地域性
して、漁村の母屋とは異なり、オカミの後ろには納戸
ではなくコザシキと呼ばれる居室を設ける。また、住
宅によってはオカミとザシキの間に間口１間のキバザ
シキと呼ばれる居室を設けることもわかった。
図 15. 農村住居の例（HS 家）
（3）中門（長屋門）
　狐崎浜や字持領や字吉野など「中門」が連続的に並
ぶ特徴的な景観を見ることが出来る。（図 14）「中門」
と呼ばれる建築様式は「長屋門」とされているもので
ある。一般に村役層や特権層など、その土地の有力者
の建築であり、 別家筋にあたる家でも建てられたこ
と。それとは別に江戸時代末期から大正にかけて一般
階層の家で建てられるようになったのは以下の理由が
あった。漁村集落では、中門を持つ有力者の空間と、
浜の気候風土など「自然的要因」と生業をベースにし
た「文化的要因」の二つが合わさって生まれた。外壁
には木のみである。農村においても同様であることが
分かった。外壁は上部に漆喰、下部に下見板張りのも
のが一般的である。どの家も網元や雇人を使う家であ
り、用途として屋内にて網や稲の作業や保管を行う必
要があったこと、集落に強く吹く風への防御が重要で
あったことがわかった。また、屋敷の特徴として、山
などの斜面地を背にして建てられているものが多い。
図 16. 字持領の風景
た。
・漁村集落
　9 軒の実測結果によると、江戸時代から続く茶の間
（かつては土間、板間だった）・オカミ・ザシキの伝統
的な広間型三間間取りを維持させながら、建物の外側
に増築する傾向が強いことがわかる。新築する際も、
オカミと茶の間の間に廊下を設けて付け足してはいる
が、 三間で構成される間取りそのものを維持しなが
ら、時代に合わせた住みやすい工夫がなされながら広
間型三間間取りの伝統的な空間構成を守り続けてきた
ことがわかった。
　ヒアリング調査によると、茶の間となる以前は土間
と板の間であり、生活様式の変化とともに空間の使い
勝手を変化させてきた。ただ今も漁師が主な職種であ
ることから、母屋の部分に仕事場としてのスペースを
排除する流れがあり、その分としての納屋のスペース
が仕事場として充実する。
　旧家に残る建物を見ていくと、オカミの間口幅は 2
間半～ 3 間が一般的であるが、 小規模な建物になる
と 2 間間口のオカミもあった。 そのなかでオカミだ
けのものと、その後ろにナンドを設けるものと、2 つ
のパターンにわけることができる。また、外観のリサー
チと実測調査などから見えてきたこととして、 江戸
時代後期から明治前期までの別家の間口はおおむね 7
間と 10 間にわかれており、オカミの広さにも影響す
る。さらに、その敷地の大きさの違いが増築の大小に
影響する。
図 14. 漁村住居の例（AT 邸）
・農村集落
　7 軒の実測結果によると、気仙大工が出稼ぎを行い、
十数年この地で生活をしながら建築を立てていること
が分かった。今回実測した住宅の中でも、同大工によっ
て４軒建てられたことが分かっている。また、漁村と
同様に江戸時代から続く茶の間（かつては土間、板間
だった）・オカミ・ザシキの伝統的な広間型三間間取
りを維持させながら、建物の外側に増築する傾向が強
いことがわかる。
　旧家に残る建物を見ていくと、オカミの間口幅は 2
間半で１５畳が一般的であるが、肝入を務めていたと
される家では間口幅３間で 21 畳の大きさがあること
が分かった。村役層などの家は一般的なオカミを大き
く持つことが許されたのではないかと推察できる。そ
0 1 2 5 8 10m
N
玄関
床の間
イロリ
ウラザシキ
茶の間
（板間）
オモテザシキ
廊下
オカミ
仏壇 上段:神棚
土間
0 52.5 10m
廊下
オカミ
トコノマ
ザシキ
ハットシ
茶の間
コザシキ
玄関
キバザシキ
かつては土間
N
中門の増えた要因
　中門が連続して立ち並ぶ景観を持つ字持領。集環境
的要因の観点から見ると、持領の集落の西側は山が影
になって非常に日当たりが悪い。切り開きの人々が住
むにあたって、日照条件の良い東側斜面に集落を構え
６．結章
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など他多数
るのは当然である。しかし、東側に家を構えると石巻
の海側から吹き上げてくる北風、北西の風が集落に吹
き降ろす。東側に家を構えると真っ向から強風を受け
てしまうため、その対策として中門を建築したことが
考えられる。また、梶原姓に関しての出自はわからな
いが、男沢姓に関しては現在の一関の男沢城の城主で
あって、この地に江戸時代初期に移住してきた。武士
の家系である。池田雅美の「みちのくの風土 - その地
歯学的研究」（1981）によれば中世にはすでに中門の
存在が東北の農村部において認められていたらしい。
このことを考慮すると、一関市の城主として中世のこ
ろより東北後にいれば、男沢家が中門を早くから持っ
ていたと考えるのもおかしくはないし、その可能性は
十分に考えられる。そのように考えると、持領に持続
的に人々が住み始めるようになった江戸時代初期、そ
のころの持領集落のプリミティブな姿が浮かんでくる
のではないだろうか。
図表 17. 持領をベースとした環境的要因と別家による
集落形成による考察
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